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北海道の在宅90歳以上高齢者における子ども時代の
運動の発言特性
─ライフヒストリーを用いたテキストマイニングからの検討─
Aspects of Stories about Childhood Exercise among 90 Years and Older People
 in Hokkaido: A Text Mining Approach in Life Histories with Exercise Experience
１）北翔大学生涯スポーツ学部健康福祉学科
２）赤平市地域包括支援センター
キーワード：運動経験，子ども時代，90歳以上高齢者，ライフヒストリー，テキストマイニング
Abstract
　The purpose of the present study was to demonstrate aspects of childhood exercises by life 
histories using text mining among community-dwelling older people in Hokkaido. The participants 
were 5 people aged 90 years and older （age range: 90−98 years）. They were interviewed about 
their life history and exercise experience. Also their health-related quality of life （MOS 36-Item 
Short-Form Health Survey）, depression （The Center for Epidemiologic Studies Depression Scale） 
and cognitive conditions （Mini Mental State Examination） were measured by questionnaire. Text 
mining was performed using the IBM SPSS Text Analytics for Surveys ver. 4.0.1. After extracting 
concepts, 2467 words were identified from all texts, then 86 key sentences were extracted based on 
concepts related with activities （“exercise”, “sports” and “play”） and early life stage （“childhood” 
and “school”）. The key sentences were frequently related with positive emotions such as “good”, 
“satisfactory”, “enjoyable”, “good news”, “expectation” and “like”. The 13 sentences that included 
the word “exercise” were unrelated to actual exercise experiences, but the word “sports festival” 
was related with “enjoyable”. Some sentences had the meaning of a change in exercise habits 
between earlier and later life stages. These results suggested that exercise and playing activities in 
childhood may contribute to positive emotions. The word “exercise” may be related with positive 
emotions through intermediate factors. Further studies are needed for revealing the factors.
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１．緒言
　生涯スポーツの振興において，ライフステ
ージに応じた運動の実践が求められている1）。
各ステージの心身の発達や社会的役割に即し
た運動の実践は重要であるが，運動は一定期
間のみの効果だけでなく，その経験が運動習
慣の継続や2），後のライフステージの心身機
能に関連するため3），運動の影響を生涯の一
連の流れの中で捉える研究も必要となる。
　「生涯」を見通す一つの研究方法として，ラ
イフヒストリー /ライフストーリー研究があ
り4），定性的な研究を通じてマイノリティーの
生活や心理状況を世に示す役割を果たしてき
た5）。近年，体育学研究分野においても，本手
法での研究が報告されるようになり，一流選
手の競技引退から復帰までのプロセスにおい
て「導く他者」等の関わりや意味が示された6）。
定性的研究は，量的分析とは異なる解釈の慎
重さが求められるが，文脈に即して質的に高
齢者の運動経験とその周辺事象を理解するこ
とは生涯スポーツの振興に向けて新しい視点
を見つける手立てとなり得る。筆者らは，先
行研究において２高齢女性のライフヒストリ
ーの定性的検討から，生涯の運動継続期間や
強度の多寡に関わらず，運動が高齢期のQOL
に貢献する可能性を示した7）。これは，現在お
よび過去の生活背景と運動との関連について
文脈に即して検討した結果と考えている。
　一方，先に記した定性的研究における分析
や解釈の信頼性の課題は古くから指摘されて
いる5）。自由記述型質問への回答やインタビ
ューデータを用いて客観的かつ効率的に解釈
を導き出すには，用語の抽出や関係性の視覚
化を行っていく計量テキスト分析等の定量的
な解析が有用であり8），質的データ分析でテ
キストマイニングの手法が注目されるように
なってきた。西田らは，大学生の体育実技授
業の自由記述アンケートをテキストマイニン
グ分析し，体育の授業の恩恵について「友人
関係の形成・拡大」など10カテゴリを抽出し
た9）。これにより，主観的記述（質的データ）
から定量化（量的分析）を経て，大学体育授
業の価値について新たな側面が示された。テ
キストマイニングは，アンケート調査の自由
記述回答など比較的短い，焦点の絞られた質
問に対する回答などで用いられ，ライフヒス
トリー全体を本手法で解析するには，課題は
多い。しかし，目的を限定した発言に絞るな
どにより本手法を活用してライフヒストリー
を分析することは可能と考えられる。
　超高齢社会が進み，高齢者の体験や意志の
発現を記録する試みへの注目が高まりつつあ
る10, 11）。長寿者の運動経験を知ることは，人
生の中での運動の役割や意義を考える上で重
要と考える。特に幼少期から青年期の運動は，
後の運動習慣の起点となるため，ライフヒス
トリーの中で運動を捉える際に欠かすことは
できない。この時期の運動経験についてイン
タビューで情報を得ることにより，選択型質
問形式で得られる運動経験の有り無しだけで
なく，本人がどのように運動経験を「知覚」
しているか，あるいは経験の有無の間で「欠
落している可能性」12）について時代や生活背
景の情報も含めて明らかにできると考えた。
　そこで，本研究では90歳以上の在宅高齢者
にライフヒストリーインタビューを行い，子
ども時代の運動に対する発言の特性につい
て，テキストマイニングと発言の詳細な検討
から明らかにすることを目的とした。
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２．方法
対象
　本研究の対象者は，「高齢者のライフヒス
トリー分析による生涯発達過程での運動の意
義と影響に関する研究」に参加した北海道Ａ
市在住の65歳以上の高齢者94名（平均年齢±
SD：77.8±8.0歳）であった。このうち，分
析焦点者として，90歳以上であった男性１名，
女性４名について解析した。対象者は，Ａ市
地域包括支援センターの協力を得て，年齢下
限以外の条件は設定せず，地域包括支援セン
ター職員（以下，包括職員と記す）が日頃の
訪問などで接触のある人に調査内容を説明し
て募った。包括職員による説明で参加の意向
を示して頂いた人に対し，訪問希望日を確認
し，あらためてインタビュアーが訪問した。
自宅への訪問を希望しない場合は，本人の都
合に合わせＡ市役所および地域公共施設の会
議室にて調査を行った。調査の際，全員に対
してインフォームドコンセントを行い，同意
書を得た上で調査を実施した。本研究全体は，
北翔大学大学院・北翔大学・北翔大学短期大
学部研究倫理審査委員会の承認を受けている
（承認番号：HOKUSHO-UNIV: 2013−007）。
分析項目
1）ライフヒストリー
　対象者の基本属性（性・生年月日），人生
年表作成項目（年齢，西暦，家族，学校・職
業歴，居住経歴，社会・歴史的出来事，ライ
フイベント，転機となった出来事）と，運動
経験（種目，活動名，頻度とその非実践，開始，
中止，継続，発展時期），環境・文化要因（自
宅周辺環境，寒冷・気象状況，慣習や服装，
地域行事），現在の生活状況，将来の希望を
主とするインタビューを行った。インタビュ
アーは，個人の自由な話の流れを損なわない
ことに留意し，約１時間程度聞き取りを行っ
た。インタビューは，録音前に再度本人に録
音の許可を確認した後，ICレコーダーを用
いて記録した。得られた録音記録は，逐次語
的テキスト化を行った。逐次語的テキスト化
の後，複数名インタビュアーによる内容確認，
不明瞭語の修正，個人を特定する固有名詞の
記号化を経て，発言のつながりの整理および
内容毎の段落分けを行った。修正・整理した
文章は，本人に返却し，間違いや修正の申し
出を受けた。
　インタビューは，2013年11月〜2015年３
月までに実施した各対象者１回のデータを用
いた。テキスト化とともに，人生年表を作成
し情報の整理を行った。
2）心身状況
　現在の心身状態について，質問紙による
日常生活活動度（MOS 36-Item Short-Form 
Health Survey：SF-36），抑鬱（The Center 
for Epidemiologic Studies Depression 
Scale：CES-D）， 認 知 機 能（Mini Mental 
State Examination：MMSE）をインタビュ
ー前に検査した。
　SF-36は，健康関連QOL（Quality Of Life）
尺度ともよばれ，健康状態を測る質問紙とし
て普及している13）。質問は36項目で構成され，
下位尺度として，身体機能，日常役割機能（身
体），身体の痛み，社会生活機能，全体的健
康観，活力，日常役割機能（精神），心の健
康の８概念が設定されている。回答は，項目
毎に３〜６段階で選択され，SF-36v2TM日本
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語版スコアリングプログラムに基づき得点化
した。心身の健康状態の目安として，マニュ
アルに示す性・年代別平均分布の各下位尺度
得点から，90歳以上の平均分布がないため70
〜79歳群の25％タイル以下の得点か否かを
確認した。本研究では，日本語版SF-36v2を
用い，認定NPO法人健康医療評価研究機構
と筆者との間で使用許諾に関する確認書を交
わした上で調査を実施した。
　CES-Dは，簡便に使用できるうつ病の自
己評価尺度として広く用いられている14）。20
項目について４段階で回答され，０−３点で
得点化される。最低点は０点，最高得点は60
点で点数が高いほどうつ状態が高いとされ，
16点以上はうつと区分される。本研究では，
CES-D日本語版を用い，質問紙は千葉テス
トセンターから購入して使用した。
　MMSEは，認知症の評価を目的としたスク
リーニング検査である15）。検査は，４項目の
動作性検査を含む11項目の検査である。最高
得点は30点で，23点以下は認知機能障害の疑
い有りと判定される15）。本研究では，文献に
示されたものと同じ調査票を用いて実施した。
　心身状況は，全て得点化し先に示した各カ
ットポイントにて判定した。本論文では，素
点は記さず判定のみ記した。うつ等それぞれ
に問題なしと判定された場合は，「健常」と
いう語を用いて示した。
3）テキスト分析
　本研究では，ライフヒストリーについてテ
キスト分析を行った。分析には，IBM SPSS 
Text Analytics for Surveys ver. 4.0.1を 用 い
た。分析手順は，はじめにインタビューデー
タを段落毎に１レコードとして全発言を読み
込み，デフォルト条件においてキーワード抽
出（形態素解析：文節を基とした自立語の抽
出）を行った。次に本研究の主題である「子
ども時代の運動」についての発言を抽出する
ため，「運動」，「遊び」，「幼少期」，「学校」の
カテゴリ分類器を設定し，抽出された全キー
ワードからキーワードの絞り込みを行った。
絞り込まれたキーワードを含む発言のうち，
「活動」（「運動（スポーツ）」or「遊び」）と「時期」
（「幼少期」or「学校」）の両方を含む発言につ
いて，前後で関連する発言を含めて句点毎の
レコードに細分化し，感性分析および再度「運
動」に特化した発言の検討を行った。
表1.　分析焦点者の基本特性
Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ
性 女 女 女 女 男
調査時年齢
（歳）
90 91 94 97 98
SF-36 健常 健常 身体機能低 健常 健常
CES-D 健常 健常 健常 健常 健常
MMSE 健常 健常 健常 認知機能低 健常
SF-36; MOS 36-Item Short-Form Health Survey, CES-D; The Center for 
Epidemiologic Studies Depression Scale, MMSE; Mini Mental State Examination
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表2.　発言抽出に用いた検索語　 
分類 抽出キーワード
運動 1_走り幅跳び 21_団体優勝 41_動くの
2_仮装盆踊り 22_リレー 42_マラソン
3_体操 23_体操教室 43_やり投げ
4_総合体育館 24_踊ったの 44_スケート
5_優勝した 25_ゴルフ 45_走り高跳び
6_踊ったところ 26_三度笠 46_ドッジボール
7_チューブ 27_ゲートボール 47_民舞
8_優勝して 28_動かす 48_ボーリング
9_運動足袋 29_市民踊り 49_ダンスサークル
10_動かしていた方 30_走ること 50_踊ること
11_散歩 31_体動かす 51_パークゴルフ
12_動かしてもいい 32_卓球 52_町内会の運動会
13_フォークダンス 33_運動のため 53_踊り
14_バレー 34_盆踊り 54_踊る
15_運動 35_フットボール 55_フットボールもしました
16_ダンス 36_テレビ体操 56_スポーツ
17_優勝 37_みんな太極拳 57_足踏み
18_マラソン選手 38_蹴る 58_パーク
19_運動会 39_動く 59_ゲートボール場
20_動かすこと 40_走る 60_選手
遊び 1_遊んでいる人
2_遊んだこと
3_遊んで
4_遊び
5_おもちゃ
6_おはじき
7_遊ぶ
8_ゴム跳び
9_遊ぼう
10_遊んでいた
11_チャンバラ
幼少期 1_3歳ぐらい
2_小さい頃
3_娘時分
4_子どもの頃
5_娘のとき
6_子供時代
7_小さいとき
8_ちっちゃいとき
学校 1_高等尋常小学校 21_男女共学 41_補修科 61_私小学校 81_高校
2_先生 22_中学校 42_各学校 62_補習学校 82_卒業して
3_女学校時代 23_教師 43_高等科 63_小学校6年 83_補修学校
4_短大 24_工業の方 44_卒業しました 64_小学校の前 84_小学校卒業した人
5_高校の機械科 25_札幌の短大 45_校長先生 65_学校給食 85_1学級
6_卒業 26_小学生時代 46_終業式 66_小学校4年生 86_青年部
7_女学校の卒業 27_教頭 47_豊里小学校 67_女学校 87_小学生
8_高校3年生 28_学生 48_s先生 68_西高 88_生徒
9_札幌の工業高校そこ 29_学校 49_高校の家庭科 69_給食 89_体育館
10_学級委員長 30_私方小学校 50_練習学校 70_研究科 90_中央小学校
11_尋常小学校 31_サークル活動 51_中学３年 71_算数好きだった 91_中学校の裏
12_先生がた 32_寄宿舎 52_学校の避難民 72_体育 92_t先
13_高等学校 33_青年学校時代 53_m中学校 73_旭川の教育大学 93_小学校
14_宿題 34_幼稚園の運動会 54_青年学校 74_クラブ活動
15_給食センター 35_青年時代 55_入学 75_女学校卒業して
16_北海道町立 36_サークル 56_何高 76_卒業した
17_普通科 37_成績表 57_中学のとき 77_歌登中央小学校
18_琴似工業 38_クラブ 58_札幌の手稲工業大学 78_女子高
19_中学生 39_中学校のグラウンド 59_工業 79_子供学校 　
20_高等 40_尋常学校 60_夕張工業 80_工業高校そこ
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３．結果
分析焦点者の基本特性
　表１は，分析焦点者の基本属性を示した。
各対象者は，個人の特定をできるだけ避ける
ため，年齢の若い人から順にアルファベット
で記した。
　インタビュー時点の心身の状況は，身体機
能の低い傾向が１名，認知機能の低い傾向が
１名みとめられたものの，おおむね良好であ
った。認知機能低下を示す対象者は，発言の
信頼性が疑問視され除外する研究もあるが，
本研究では基本的な会話が成立していたこと
から，分析に含めることとした。
キーワード抽出
　５名の対象者の全発言を用いてキーワード
抽出を行ったところ，2476語が抽出された。
この中から「運動」，「遊び」，「幼少期」，「学
校」のカテゴリに分類した語と数は，表２の
通りである。
　尚，この段階では，発言の抽出が目的であ
るため各抽出キーワードについて表記のゆれ
（同じ語がひらがな，カタカナ，漢字など異
なって記述），文節（「卒業」，「卒業して」は
それぞれ抽出），同意語のまとめ等（「子供時
代」，「子どもの頃」はそれぞれ抽出）の修正
は行わなかった。
感性分析
　「活動」と「時期」を含む発言を抽出し句点
区切りのレコードに細分化したところ，レコ
ード総数は86となった。これら86レコードに
ついて，感性分析を行った結果を図１に示す。
　分類されたカテゴリは，「その他−疑問」，
「その他−驚き」，「ネガティブ」，「ポジティブ」
であり，「ポジティブ」のカテゴリは，約22
％（19レコード）と最も多く分類されていた。
「ネガティブ」の細分類では，「不満」，「悲し
い」，「ポジティブ」の細分類では，「良い」，「満
足」，「楽しい」，「吉報」，「期待」，「好き」の
カテゴリに分類されていた。未カテゴリ化レ
コード数は，59であった。
「運動」を含む発言の内容
　感性分析では，発言中のどの語に対する心
の動きであるか明確でないため，運動（スポ
ーツを含む）に特化した発言13レコードにつ
いて詳細に検討することとした。「運動」を
含む各句点区切りのレコードのみを抽出し，
表３に示した。発言の内容を検討したところ，
運動について経験が乏しいことを示す発言が
みとめられた（発言番号：3，5，8，10，11）。
一方，「運動会」として発言をみると，楽し
みとして語る発言がみとめられた（発言番号：
7，12）。後年になって，運動への取り組みが
変化する発言もみとめられた（発言番号：4，
11，13）。分析焦点者Ｃ，Ｄは，「運動」の語
を直接使用した発言はみとめられなかった。図1．子ども時代の活動に関連する心の動き
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４．考察
　本研究では，北海道の在宅90歳以上高齢者
における子ども時代の運動の発言特性につい
て，テキストマイニングによる定量的解析と
発言の内容の特徴から検討した。その結果，
心の動きとの関連では，ポジティブに判断さ
れる発言が多くみとめられ，運動に直結した
発言の中では，経験の乏しさ，運動会として
の楽しみ，後年の運動への関わりの変化につ
いての発言がみとめられた。
　運動に直結した発言の中で，運動経験の乏
しいことや後年に運動への関わりが変化する
内容が得られたことは，女性において運動を
全く経験せず高齢期を迎える人の多いこと，
青年期の運動経験が高齢期の運動実践に必ず
しも影響しないという先行研究を支持する
結果と考えられた2）。本分析焦点者の生年は
1916〜1924年であり，この年代の方々は「ラ
ジオ体操」の開始（1928年），「健康優良児」
の表彰（1930年）など16），子どもへの運動や
健康への取り組みが広がる黎明期ともいえる
時期に子ども時代を過ごしている。生活の中
で「運動」そのものへの認識がまだ薄かった
社会的背景があったと考えられる。
　本研究は，生まれてから現在までの人生全
体についての語りを基に分析を行った。「運
動が良い」というイメージの強調を避け，生
活の中での身体活動を広く捉えるため，対象
者個人の思考の流れを損なわずインタビュー
を進めた。この中で子ども時代の「運動」に
ついて直接の発言はわずか13文であり，言及
が極めて限られたことも運動経験の乏しさを
示す特徴と考えられた。しかし，これらの運
動経験の発言の少なさは，実際に運動をして
いなかった側面と運動をしていたが認識や記
憶として残らなかった側面の双方の意味が含
まれていることに留意する必要がある。
　一方，「運動会」としての発言では，「楽し
表3.　子ども時代の「運動」に関する発言　 
発言
番号
分析
焦点者
発言
１ Ａ 運動はあの頃、体操の時間ですよね、要するにね。
２ Ａ 運動の時間は得意でもないけども、みんな真面目でしたよね。
３ Ａ 運動は、しないよね。イベントや、町内会の運動会あったけど行ったことないです。
４ Ａ 小さい頃は動きましたけど、結婚してからは運動らしいことなにも。家事と子育てで。
５ Ｂ 体育だと私ら農家だったから本当に運動会とお祭りぐらいだね。町出るの。
６ Ｂ そして田んぼの草取りしていたら、運動会なんか音楽昔楽団と言ったんだよね。
７ Ｂ あんなの来て運動会の練習学校から聞こえてくるでしょ。あんなのすごい浮かれて田んぼにいて。
８ Ｂ 運動ってそういうことなかったな。
９ Ｅ やり投げ、砲丸。こういうスポーツをやって優勝した。
10 Ｅ 小学生時代はスポーツは、なんもないの。小学生。
11 Ｅ 青年時代になって初めてスポーツっちゅうのが出てきたんだ。私が青年時代になって。
12 Ｅ あとは運動会が楽しいわね。年に１回の運動会。
13 Ｅ 青年部になって、初めて運動とかをした。
発言番号は，発言を特定するためIDとして割り振った．同じ分析焦点者の発言は，連続と限らない出現順とした．
抽出キーワードは斜体字，キーワードを特徴付けると判断した語は太字とした．
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い」，「浮かれて」などの快感情の語に繋がっ
ており，運動会は祭りなどの記憶を通してポ
ジティブな感情に結びついていた。子ども時
代の運動について，遊びや学校なども含めて
広く捉えた発言では，ポジティブな心の動
きを示す語が多く使われていたことから，運
動に関連するポジティブな感情は，運動とい
う語そのものから捉えられることは多くなく，
運動に付随する人，活動，物などを介した心
の動きとして発言されること，特定の運動名
や遊びと関連して発言することが推察された。
筆者らの行ったライフヒストリーの定性的検
討では，「私洋服作ってダンスに行きたかった
の。覚えたかったの」という発言から「洋服
を作って」着ていく場としてのダンスへの興
味を取り上げた7）。運動の普及を考えていく中
で，運動とポジティブ感情の間に介在する要
因の更なる検討が必要と考えられた。
　本研究の限界は，第一に，対象者の代表性
の問題である。本研究の対象者は５名と限ら
れており，本研究の結果だけで，対象年代の
高齢者を特性づけることはできない。しかし，
入力や前処理に労力の大きいインタビューデ
ータとしては，５名ではあるが90歳以上の高
齢者の貴重なデータが収集できたと考えてい
る。第二は，テキストマイニング手法の妥当
性の問題である。本研究で用いたテキスト分
析ソフトは先行研究でも用いられ9），一定の
評価を得ている。しかし，語の扱いには専門
性に即した修正が必要となる部分もあり，手
法の確立には未だ課題がある。本研究では，
分析者の揺らぎを最小限にするために，分析
ソフトのデフォルト設定を利用すること，定
性的検討の信頼性・妥当性の確保で求められ
るデータ収集から分析までの手続きの「透明
性」をできるだけ保つことに留意した。本研
究は，ライフヒストリーでのテキストマイニ
ング手法の活用について探索的に検討を行っ
た側面もあり，結果は限られた。使用した句
点区切りのレコードは，最も単純な運動との
関係性を確認できたが，関連要因の検討には
レコードを適切な範囲に広げることも必要と
なる。今後前処理や分析手法を改良し，語句
間の関連性やより深い要素の抽出へ繋げる。
　以上のような限界はあるが，本研究では90
歳以上まで在宅で生活する比較的心身の良好
な高齢者から，人生全体の文脈において子ど
も時代の運動に関する発言の特徴を示すこと
ができた。「個人の人生に向き合う」17）こと
を通した運動経験の知見は，一般地域住民の
生涯スポーツの振興に向けた一助となると考
える。
５．要約
　本研究では，北海道の在宅90歳以上高齢者
５名を対象としたライフヒストリーインタビ
ューから，子ども時代の運動の語りについて
特性を検討した。テキストマイニング分析の
結果，子ども時代の活動に関わる心の動きと
して，ポジティブ感情が抽出された。運動に
直接言及した中では，経験の乏しさが示され，
運動に関するポジティブ感情は「運動」の語
そのものに結びつくのでなく，他の要因を介
していることが示唆された。
研究助成
　本研究は，MEXT科研費 25350895の助成
を受けて実施した。
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